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西
日
本
を
襲
っ
た
梅
雨
前
線
に
よ
る
豪
雨
災
害

に
つ
い
て
は
、
尊
い
命
が
失
わ
れ
甚
大
な
被
害
が

発
生
し
ま
し
た
。
被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆
様
に
心

よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
一
日
も

早
い
復
興
が
図
ら
れ
る
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

五
月
二
日
に
開
催
さ
れ
た
第
二
回
五
泉
市
議
会

臨
時
会
は
、
条
例
改
正
等
の
専
決
処
分
や
村
松
小

学
校
大
規
模
改
造
事
業
を
含
め
た
一
般
会
計
補
正

予
算
な
ど
、
合
わ
せ
て
七
件
の
議
案
が
当
局
か
ら

提
案
さ
れ
、慎
重
審
議
の
結
果
、い
ず
れ
も
承
認
、

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

六
月
十
四
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で
開
催
さ
れ
た

第
三
回
六
月
市
議
会
定
例
会
で
は
、
市
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
や
人
事
異
動
に
伴
う
人
件

費
調
整
、
除
雪
機
械
整
備
補
助
金
三
百
万
円
、
暮

坪
頭
首
工
整
備
計
画
策
定
委
託
料
九
百
万
円
な
ど

を
盛
り
込
ん
だ
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
、
当
局

提
案
議
案
十
四
件
に
加
え
て
、
請
願
一
件
、
議
員

発
議
三
件
な
ど
を
審
議
し
、
可
決
、
採
択
な
ど
い

た
し
ま
し
た
。

　

平
成
三
十
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、
四
回
の

補
正
に
よ
り
当
初
に
比
べ
三
億
六
千
百
五
十
八
万

二
千
円
増
え
て
二
百
三
十
三
億
六
百
五
十
八
万
二

千
円
に
な
り
ま
し
た
。

議
　
長

　
林
　
　
　
茂

議長室から
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平成30年 第２回

５月 専決処分の報告など７議案を審議

臨時会

　平成30年第２回臨時会が５月２日に開催されました。

慎重審議の結果、条例の一部改正と補正予算に関する５

件の専決処分を承認し、１件の補正予算を可決、人事案

件１件に同意しました。

◆
目
次	

ペ
ー
ジ

第
２
回
５
月
臨
時
会	

２

　
議
案
概
要

　
議
員
別
議
案
賛
否
一
覧
表

第
３
回
６
月
定
例
会	

３

　
議
案
概
要	

　
委
員
会
審
査
報
告	

　
　
総
務
文
教
常
任
委
員
会	

４

　
　
市
民
厚
生
常
任
委
員
会	

５

　
　
建
設
産
業
常
任
委
員
会	

６

　
議
員
別
議
案
賛
否
一
覧
表	

７

　
一
般
質
問（
８
名
）	

７

　
ご
せ
ん
紅
葉
マ
ラ
ソ
ン
補
助
金

　
事
務
調
査
特
別
委
員
会
経
過
報
告

	

８
～
13

　
議
員
発
議	

14

　
永
年
勤
続
議
員
表
彰	

15

　
編
集
後
記	

16

村松小学校大規模改造事業、斎場・墓地管理
事業などの補正予算及び法改正等に伴う条例
の一部改正など

【  ○：賛成，×：反対，－：欠席】議員別議案賛否一覧表

提
　
出
　
者

議

案

番

号

議
　
案
　
名

議

決

結

果

議　　　　員　　　　名　　（議席番号順）

１
松
川
　
徹
也

２
深
井
　
邦
彦

３
桑
原
　
一
憲

４
白
井
　
妙
子

５
今
井
　
　
博

６
佐
藤
　
　
浩

７
長
谷
川
政
弘

８
伊
藤
　
昭
一

９
佐
藤
　
　
渉

10
平
井
　
敏
弘

11
牛
膓
　
利
栄

12
鈴
木
　
良
民

13
熊
倉
　
政
一

14
広
野
　
　
甲

15
剣
持
　
雄
吾

16
羽
下
　
　
貢

17
町
田
　
俊
夫

18
阿
部
　
周
夫

19
（
欠
番
）
　

20
林
　
　
　
茂

市
　
　
　
　
長

議第48号
専決処分の報告承認について 
（五泉市税条例等の一部を改正する条例）

承認 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※
１

議第49号
専決処分の報告承認について 
（五泉市都市計画税条例の一部を改正する条例）

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第50号
専決処分の報告承認について 
（五泉市国民健康保険税条例の一部を改正する条例）

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第51号
専決処分の報告承認について 
〔平成30年度五泉市一般会計補正予算（第１号）〕

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第52号
専決処分の報告承認について 
〔平成30年度五泉市一般会計補正予算（第２号）〕

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第53号 平成30年度五泉市一般会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第54号
五泉市固定資産評価員の選任について 
（税務課長 伊藤 順子）

同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※1　法律に特別の定めがある場合を除く外、地方自治法第116条の規定により、議長は表決に加わっていません。
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平成30年 第３回

６月
補正予算及び法改正等に伴う条例の
一部改正など20議案を審議

定例会

６月14日(木)

15日(金)

20日(水)

21日(木)

26日(火)

29日(金)

本会議（開会、会期決定、議長報告、議案審議、一般質問）

本会議（一般質問、議案上程、質疑、委員会付託）

総務文教常任委員会、市民厚生常任委員会

建設産業常任委員会

ごせん紅葉マラソン補助金事務調査特別委員会

本会議（委員会審査報告、採決、委員会経過報告、議案審議、

議長報告、議員派遣、閉会）

　６月定例会の日程

月　日 内　　　　容

　平成30年第３回６月定例会が６月14日に招集され、

６月29日まで16日間の会期で開催されました。

　初日には会期決定、議長報告、４件の繰越計算書の

報告の後、市政一般に関する質問の一部を行い散会し

ました。

　翌15日は引き続き市政一般に関する質問をすべて

行ったあと、３日目に予定していた日程を繰り上げて

審議することとして、議案11件を一括議題として当局

の提案説明と議案に対する質疑を行い所管の常任委員

会に付託しました。また、請願１件も所管常任委員会

に付託し、18日を休会とすることとして散会しました。

　６月20日～21日に常任委員会が開かれ、付託された

議案等の審査が行われました。

　最終日には、各常任委員会の審査報告に続いて採択

が行われ、それぞれ可決・採択しました。その後、五

泉市副市長の選任及び人権擁護委員の推薦などの人事

案件３件の審査、ごせん紅葉マラソン補助金事務調査

特別委員会の委員会経過報告、議員発議３件を採決し

て閉会しました。
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（◎委員長　○副委員長）

　

小
学
校
管
理
費
の
学
校
施
設
維
持
改
良
工
事
に
つ
い
て
、

巣
本
小
学
校
の
給
水
ポ
ン
プ
が
故
障
し
た
た
め
入
れ
替
え
る

と
い
う
こ
と
だ
が
、
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
い
た

の
か
、
と
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

巣
本
小
学
校
で
は
、
一
旦
受
水
槽
に
入
れ
て
、
そ
れ
か
ら

学
校
に
給
水
し
て
い
ま
す
。
水
道
管
か
ら
受
水
す
る
た
め
の

給
水
ポ
ン
プ
が
三
台
あ
り
、
交
互
に
運
転
し
ま
す
。
そ
の
う

ち
二
台
が
故
障
し
て
お
り
、
現
在
は
一
台
で
動
か
し
て
い
る

状
況
で
す
。
今
動
い
て
い
る
一
台
が
壊
れ
て
し
ま
う
と
受
水

槽
に
水
を
入
れ
ら
れ
な
い
た
め
、
こ
の
た
び
全
部
更
新
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
、
と
の
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
学
校
施
設
管
理
に
関
連
し
て
、

　

六
月
十
八
日
に
発
生
し
た
大
阪
府
北
部
を
震
源
と
す
る
地

震
で
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
倒
壊
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。

新
潟
市
で
は
既
に
総
点
検
を
始
め
た
が
、
五
泉
市
で
は
倒
壊

の
危
険
性
が
あ
る
場
所
は
あ
る
の
か
、
と
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

五
泉
市
の
場
合
も
、
地
震
の
翌
日
に
臨
時
の
校
長
会
が
あ

り
、
各
学
校
に
点
検
を
指
示
し
ま
し
た
し
、
通
学
路
に
あ
る

ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
に
つ
い
て
も
十
分
注
意
す
る
よ
う
に
、
児

童
生
徒
に
対
し
て
注
意
喚
起
を
促
す
よ
う
話
を
し
ま
し
た
。

　

市
内
の
小
中
学
校
の
中
で
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
あ
る
の
は
、
川

東
小
学
校
と
五
泉
中
学
校
で
す
。
川
東
小
学
校
は
、
石
垣
の

上
に
土
ど
め
の
よ
う
な
形
で
三
段
程
度
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
あ

り
ま
す
し
、
五
泉
中
学
校
は
、
奥
の
以
前
か
ら
あ
る
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
の
周
り
に
隣
の
民
地
と
の
境
に
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
あ
り

ま
す
の
で
、
同
日
点
検
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

倒
壊
の
危
険
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
設
置
し
て
か
ら
随

分
期
間
が
経
っ
て
い
る
た
め
、
生
徒
が
近
寄
ら
な
い
よ
う
な

対
策
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
、
と
の
答
弁
で

あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
総
務
課
所
管
分
の
質
疑
の
中
で
、
防
災
基
盤
整
備

事
業
で
修
繕
料
二
十
万
円
の
追
加
に
つ
い
て
、

　

防
災
行
政
無
線
子
局
に
、
落
雷
が
原
因
と
思
わ
れ
る
不
具

合
が
二
カ
所
で
発
見
さ
れ
た
た
め
、
オ
ー
ト
リ
セ
ッ
ト
ブ

レ
ー
カ
と
い
う
過
電
流
防
止
装
置
を
修
繕
す
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
た
だ
、
他
の
子
局
で
も
落
雷
の
可
能
性
が
あ
る
わ

け
だ
が
、
こ
の
過
電
流
防
止
装
置
は
不
具
合
が
発
見
さ
れ
た

場
合
に
、
そ
の
子
局
に
だ
け
付
け
る
の
か
。
今
後
の
取
り
付

け
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
、
と
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

既
に
二
百
八
カ
所
に
あ
り
ま
す
子
局
に
は
、
オ
ー
ト
リ

セ
ッ
ト
ブ
レ
ー
カ
が
す
べ
て
付
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
落
雷
が
原
因
と
思
わ
れ
る
故
障
が
二
カ
所
で
発

見
さ
れ
た
た
め
、
オ
ー
ト
リ
セ
ッ
ト
ブ
レ
ー
カ
自
体
を
交
換

す
る
も
の
で
す
、
と
の
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
細
部
に
わ
た
り
詳
細
な
る
質
疑
応
答
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

去
る
六
月
十
五
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
本
委
員
会
に
付

託
さ
れ
た
事
件
は
、

議
第
五
十
五
号
　
五
泉
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

議
第
六
十
号	

平
成
三
十
年
度
五
泉
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
四
号
）
の
う
ち
本
委
員
会
所
管
に

属
す
る
事
項

請
願
第
一	

三
十
人
以
下
学
級
実
現
、
義
務
教
育
費
国

庫
負
担
制
度
二
分
の
一
復
元
に
係
る
意
見

書
の
採
択
を
求
め
る
請
願

　

以
上
の
三
件
で
あ
り
ま
す
。

　

審
査
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
当
局
の
出
席
を
求
め
慎
重
に

審
査
を
行
っ
た
結
果
、
お
手
元
に
配
付
申
し
上
げ
ま
し
た
委

員
会
審
査
報
告
書
及
び
請
願
審
査
報
告
書
に
記
載
の
と
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
決
定
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
審
査
経
過
に
お
け
る
主
な
る
質
疑
に
つ
い
て
申
し

上
げ
ま
す
。

　

議
第
六
十
号　

平
成
三
十
年
度
五
泉
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
四
号
）
の
う
ち
、

　

ま
ず
、
教
育
委
員
会
所
管
分
の
質
疑
の
中
で
、

総
務
文
教
常
任
委
員
会 

審
査
報
告

◎
剣
持
　
雄
吾
　
　
　
羽
下
　
　
貢
　
　
　
熊
倉
　
政
一
　
　
　
松
川
　
徹
也

○
長
谷
川
政
弘
　
　
　
広
野
　
　
甲
　
　
　
今
井
　
　
博
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市
民
厚
生
常
任
委
員
会 

審
査
報
告

◎
佐
藤
　
　
渉
　
　
　
町
田
　
俊
夫
　
　
　
白
井
　
妙
子

○
伊
藤
　
昭
一
　
　
　
鈴
木
　
良
民
　
　
　
桑
原
　
一
憲

議
第
六
十
一
号
　
平
成
三
十
年
度
五
泉
市
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

議
第
六
十
二
号
　
平
成
三
十
年
度
五
泉
市
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

議
第
六
十
四
号
　
平
成
三
十
年
度
五
泉
市
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

　

以
上
の
八
件
で
あ
り
ま
す
。

　

審
査
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
市
長
を
は
じ
め
当
局
の
出
席

を
求
め
慎
重
に
審
査
を
行
っ
た
結
果
、
お
手
元
に
配
付
申
し

上
げ
ま
し
た
委
員
会
審
査
報
告
書
に
記
載
の
と
お
り
、
決
定

し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
審
査
経
過
に
お
け
る
主
な
る
質
疑
に
つ
い
て
申
し

上
げ
ま
す
。

　

市
民
課
所
管
分
の
質
疑
の
中
で
、
平
成
三
十
年
度
五
泉
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
四
号
）
の
う
ち
住
居
表
示
整
備
事

業
三
十
万
四
千
円
に
関
連
し
て
、

　

住
居
表
示
審
議
会
か
ら
答
申
い
た
だ
い
た
五
つ
の
区
割
り

に
お
い
て
現
在
継
続
審
議
と
な
っ
て
い
る
町
名
を
、
研
究
会

を
立
ち
上
げ
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
、
角
度
か
ら
研
究
い
た
だ

き
住
居
表
示
審
議
会
へ
意
見
、
提
言
を
い
た
だ
く
た
め
の
経

費
で
あ
り
ま
す
、
と
の
説
明
を
受
け
て
、

　

研
究
会
を
立
ち
上
げ
て
民
意
を
反
映
さ
せ
よ
う
と
い
う
ス

タ
イ
ル
で
あ
る
な
ら
、
仮
に
答
申
と
別
な
意
見
が
大
勢
を
占

め
た
場
合
、
審
議
会
で
の
答
申
結
果
は
変
わ
る
の
か
、
と
た

だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

本
会
議
場
で
も
答
弁
し
ま
し
た
が
、
審
議
会
の
答
申
は
尊

重
す
る
と
い
う
姿
勢
を
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
区
割

り
に
つ
い
て
五
分
割
の
答
申
を
い
た
だ
き
、
町
名
が
継
続
審

査
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
町
名
に
つ
い
て
研
究
会
で
意
見
を

お
聞
き
し
た
い
と
い
う
も
の
で
あ
り
ま
す
、
と
の
答
弁
で
あ

り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
五
分
割
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
研
究
会
で
は
原
点
に

返
っ
て
議
論
し
て
も
ら
う
こ
と
が
非
常
に
大
事
で
は
な
い
か

と
思
う
が
ど
う
か
、
と
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

今
現
在
、
五
分
割
が
い
い
か
悪
い
か
議
論
す
る
こ
と
は
審

議
会
の
中
に
は
な
く
、
町
名
の
つ
け
方
を
十
分
検
討
し
、
町

名
を
選
ん
で
い
た
だ
い
て
、
前
へ
進
み
だ
そ
う
と
い
う
こ
と

で
、
研
究
会
を
立
ち
上
げ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
、
と
の
答
弁

で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
細
部
に
わ
た
り
詳
細
な
る
質
疑
応
答
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

去
る
六
月
十
五
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
本
委
員
会
に
付

託
さ
れ
た
事
件
は
、

 

議
第
五
十
六
号
　
五
泉
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

議
第
五
十
七
号
　
五
泉
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て

議
第
五
十
八
号
　
五
泉
市
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
指
定
地
域

密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備

及
び
運
営
に
係
る
基
準
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
第
五
十
九
号
　
五
泉
市
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
指
定
地
域

密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人

員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
地
域
密

着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予

防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
係

る
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
第
六
十
号
　
　
平
成
三
十
年
度
五
泉
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
四
号
）
の
う
ち
本
委
員
会
所
管
に

属
す
る
事
項
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（◎委員長　○副委員長）

が
、
除
雪
協
力
業
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
と
こ

ろ
三
社
か
ら
三
台
分
の
要
望
が
あ
り
、
不
足
の
一
台
分
の
補

正
を
お
願
い
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
、
と
の
説
明
を
受
け
て
、

　

経
費
三
分
の
一
以
内
、
上
限
三
百
万
円
の
補
助
と
聞
い
て

い
る
が
、
補
助
の
対
象
と
な
る
機
械
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、

と
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

車
道
用
除
雪
機
械
で
新
品
の
機
械
、
ま
た
は
初
年
度
登
録

か
ら
十
年
以
内
の
機
械
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
予
算
を
お
願

い
し
て
い
る
も
の
は
、
す
べ
て
新
品
の
シ
ョ
ベ
ル
ロ
ー
ダ
ー

で
あ
り
ま
す
、
と
の
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
冬
場
以
外
の
時
期
で
は
利
用
が
な
い
と
思
わ
れ

る
が
、
機
械
の
管
理
及
び
管
理
費
に
つ
い
て
は
ど
う
な
る
の

か
、
と
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

当
該
業
者
に
機
械
の
管
理
費
も
含
め
て
管
理
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
、
と
の
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
農
林
課
所
管
分
の
質
疑
の
中
で
、
林
道
等
整
備
・

維
持
管
理
事
業
百
六
十
万
円
の
増
額
に
つ
い
て
、
こ
と
し
一

月
か
ら
の
豪
雪
に
よ
る
林
道
十
三
路
線
の
倒
木
処
理
に
係
る

経
費
で
あ
り
ま
す
、
と
の
説
明
を
受
け
て
、

　

整
備
の
対
象
と
な
る
十
三
路
線
で
の
倒
木
本
数
は
全
部
で

ど
れ
く
ら
い
に
な
る
か
、
ま
た
、
倒
木
処
理
し
た
あ
と
の
木

は
ど
う
な
る
の
か
、
と
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

全
部
で
三
百
二
十
八
本
の
倒
木
処
理
を
予
定
し
て
お
り
、

処
理
後
の
木
は
個
人
所
有
の
財
産
で
あ
り
ま
す
の
で
、
道
路

脇
に
寄
せ
て
、
そ
の
後
は
個
人
の
ほ
う
に
お
願
い
す
る
と
い

う
か
た
ち
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
、
と
の
答
弁
で
あ
り
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
、
雪
害
で
の
倒
木
に
つ
い
て
は
、
森
林
所
有
者
が

災
害
等
の
保
険
に
加
入
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
は
ず
だ
が
、

そ
の
あ
た
り
の
確
認
は
し
て
い
る
の
か
、
と
た
だ
し
た
と
こ

ろ
、

　

今
現
在
、
確
認
は
し
て
い
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。
今
後
、

災
害
等
の
保
険
が
適
用
に
な
る
か
ど
う
か
も
含
め
、
森
林
組

合
等
に
確
認
し
て
い
き
た
い
、
と
の
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
森
林
組
合
で
も
毎
年
雪
害
対
策
で
保
険

加
入
の
啓
発
を
し
て
い
る
わ
け
な
の
で
、
保
険
に
加
入
し
て

い
る
方
が
い
れ
ば
、
そ
の
点
を
も
う
少
し
検
討
す
べ
き
で
あ

る
と
の
意
見
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
細
部
に
わ
た
り
詳
細
な
る
質
疑
応
答
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

去
る
六
月
十
五
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
本
委
員
会
に
付

託
さ
れ
た
事
件
は
、

議
第
六
十
号	

平
成
三
十
年
度
五
泉
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
四
号
）
の
う
ち
本
委
員
会
所
管
に

属
す
る
事
項

議
第
六
十
三
号	

平
成
三
十
年
度
五
泉
市
下
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

議
第
六
十
五
号	

平
成
三
十
年
度
五
泉
市
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算
（
第
一
号
）

　

以
上
の
三
件
で
あ
り
ま
す
。

　

審
査
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
当
局
の
出
席
を
求
め
慎
重
に

審
査
を
行
っ
た
結
果
、
お
手
元
に
配
付
申
し
上
げ
ま
し
た
委

員
会
審
査
報
告
書
に
記
載
の
と
お
り
、
決
定
し
た
次
第
で
あ

り
ま
す
。

　

な
お
、
審
査
経
過
に
お
け
る
主
な
る
質
疑
に
つ
い
て
申
し

上
げ
ま
す
。

　

議
第
六
十
号　

平
成
三
十
年
度
五
泉
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
四
号
）
の
う
ち
、

　

ま
ず
、都
市
整
備
課
所
管
分
の
質
疑
の
中
で
、（
総
合
戦
略
）

除
雪
事
業
、
除
雪
機
械
整
備
補
助
金
三
百
万
円
の
増
額
に
つ

い
て
、
当
初
予
算
で
除
雪
機
械
二
台
分
と
し
て
お
り
ま
し
た

建
設
産
業
常
任
委
員
会 

審
査
報
告

◎
阿
部
　
周
夫
　
　
　
林
　
　
　
茂
　
　
　
平
井
　
敏
弘

○
佐
藤
　
　
浩
　
　
　
牛
膓
　
利
栄
　
　
　
深
井
　
邦
彦
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一般質問（通告順）

　６月定例会では８人の議員が一般質問を行いました。通告順に従い質問者の氏名を
お知らせします。

通告順 質問者氏名 通告順 質問者氏名 通告順 質問者氏名

1 阿部　周夫 4 松川　徹也 7 今井　　博

2 羽下　　貢 ５ 広野　　甲 8 町田　俊夫

3 桑原　一憲 ６ 白井　妙子

※1　法律に特別の定めがある場合を除く外、地方自治法第116条の規定により、議長は表決に加わっていません。	

【  ○：賛成，×：反対，－：欠席】議員別議案賛否一覧表

提
　
出
　
者

議

案

番

号

議
　
案
　
名

議

決

結

果

議　　　　員　　　　名　　（議席番号順）

１
松
川
　
徹
也

２
深
井
　
邦
彦

３
桑
原
　
一
憲

４
白
井
　
妙
子

５
今
井
　
　
博

６
佐
藤
　
　
浩

７
長
谷
川
政
弘

８
伊
藤
　
昭
一

９
佐
藤
　
　
渉

10
平
井
　
敏
弘

11
牛
膓
　
利
栄

12
鈴
木
　
良
民

13
熊
倉
　
政
一

14
広
野
　
　
甲

15
剣
持
　
雄
吾

16
羽
下
　
　
貢

17
町
田
　
俊
夫

18
阿
部
　
周
夫

19
（
欠
番
）
　

20
林
　
　
　
茂

市
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長

議第55号 五泉市税条例の一部を改正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※
１

議第56号
五泉市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議第57号
五泉市放課後児童健全育成事業条例の一部を改正する条
例の制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第58号
五泉市介護保険法に基づく指定地域密着型サービスの事
業の人員、設備及び運営に係る基準に関する条例の一部
を改正する条例の制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第59号

五泉市介護保険法に基づく指定地域密着型介護予防サー
ビスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型
介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援
の方法に係る基準に関する条例の一部を改正する条例の
制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第60号 平成30年度五泉市一般会計補正予算（第４号） 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

議第61号
平成30年度五泉市国民健康保険特別会計補正予算
（第１号）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第62号 平成30年度五泉市介護保険特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議第63号 平成30年度五泉市下水道事業特別会計補正予算（第１号）可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議第64号
平成30年度五泉市後期高齢者医療特別会計補正予算
（第１号）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第65号 平成30年度五泉市水道事業会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議第66号 五泉市副市長の選任について（五十嵐 明 氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

諮問第２号
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 
（齋藤 博子 氏）

適任と 
認める

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

諮問第３号
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 
（小栁 隆 氏）

適任と 
認める

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請
願
者

請願第１
30人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度２分の１復
元に係る意見書の採択を求める請願

採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議
　
員

発議第３号
日本政府に核兵器禁止条約の調印を求める意見書の提出
について

可決 ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ × × ○ × ○ × ○ ○ ○ ×

発議第５号
30人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度２分の１復
元に係る意見書の提出について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

定例会最終日に議会活性化等特別委員会の設置についての発議が提出されましたが、本会議で採決した結果、否決されました。
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本
委
員
会
で
は
、
当
局
、
及
び
ご
せ
ん
紅
葉
マ
ラ
ソ
ン
実
行

委
員
会
が
行
っ
て
き
た
補
助
金
事
務
に
対
し
、
引
き
続
き
三
月

中
に
五
回
、
四
月
中
に
五
回
、
五
月
に
一
回
、
六
月
に
二
回
、

委
員
会
を
開
催
し
、
調
査
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

調
査
の
中
身
に
つ
き
ま
し
て
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
、
ス

ポ
ー
ツ
推
進
課
、
企
画
政
策
課
、
市
民
課
、
及
び
ご
せ
ん
紅
葉

マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
に
対
し
て
記
録
の
提
出
を
求
め
た
ほ
か
、

平
成
二
十
七
年
度
、
二
十
八
年
度
の
ご
せ
ん
紅
葉
マ
ラ
ソ
ン
実

行
委
員
会
に
対
す
る
補
助
金
事
務
に
携
わ
っ
た
担
当
職
員
三
名
、

さ
ら
に
、
ご
せ
ん
紅
葉
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
長
で
あ
る
五
泉
市

議
会
議
員
の
松
川
徹
也
氏
と
実
行
委
員
六
名
の
合
計
十
名
に
も

証
人
出
頭
を
求
め
、
慎
重
に
調
査
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
は
、
現
在
ま
で
に
判
明
し
た
も
の
に
つ
い
て
ご
報
告

　

ご
せ
ん
紅
葉
マ
ラ
ソ
ン
補
助
金
事
務
調
査
特
別
委
員
会
の
経

過
に
つ
い
て
、
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
十
一
月
六
日
の
本
会
議
に
お
い
て
本
特
別
委
員
会
が
設

置
さ
れ
、
十
二
月
定
例
会
初
日
の
十
二
月
五
日
の
本
会
議
に
お

い
て
中
間
報
告
を
行
い
、
同
日
、
本
委
員
会
に
地
方
自
治
法
に

基
づ
く
百
条
委
員
会
の
権
限
付
与
を
可
決
い
た
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
本
年
二
月
二
十
八
日
の
本
会
議
に
お
い
て
も
中
間
報
告

を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
在
も
調
査
を
継
続
中
で
あ
り
ま
す
。

　
百
条
委
員
会
経
過
報
告

【
百
条
委
員
会
】

※
百
条
委
員
会
と
は
、
地
方
自
治
法
第
百
条
に
規
定
さ
れ
て

い
る
調
査
権
を
議
会
か
ら
委
任
さ
れ
た
委
員
会
の
通
称
で
す
。

関
係
人
の
出
頭
、
証
言
及
び
記
録
の
提
出
を
請
求
で
き
る
な

ど
調
査
権
に
は
た
い
へ
ん
強
い
権
限
が
あ
り
ま
す
。

◎
熊
倉
　
政
一
　
　
阿
部
　
周
夫
　
　
鈴
木
　
良
民
　
　
深
井
　
邦
彦

○
伊
藤
　
昭
一
　
　
剣
持
　
雄
吾
　
　
佐
藤
　
　
浩

（◎委員長　○副委員長）

（
８
ペ
ー
ジ
下
段
へ
）

（
９
ペ
ー
ジ
へ
）

（
８
ペ
ー
ジ
上
段
よ
り
）

ご
せ
ん
紅
葉
マ
ラ
ソ
ン
補
助
金
事
務
調
査
特
別
委
員
会 

経
過
報
告
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議
等
を
行
う
場
合
は
、
実
行
委
員
会
の
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
や

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
ま
ず
案
内
が
発
信
さ
れ

ま
す
。
参
加
す
る
、
し
な
い
に
関
わ
ら
ず
、
案
内
は
基
本
的
に

ほ
ぼ
す
べ
て
の
メ
ン
バ
ー
に
行
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。」
と

の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
証
言
内
容
を
確
認
す
る
べ
く
、

複
数
の
実
行
委
員
の
方
に
会
議
や
そ
れ
に
伴
う
懇
親
会
の
案
内

文
書
の
提
出
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
文
書
の
存
在
し
な
い
会
議
等

が
四
件
確
認
さ
れ
、
そ
の
内
の
三
件
に
つ
い
て
は
、
松
川
徹
也

氏
が
実
行
委
員
長
を
務
め
た
平
成
二
十
八
年
度
の
も
の
で
あ
り

ま
し
た
。

　

「
案
内
は
基
本
的
に
ほ
ぼ
す
べ
て
の
メ
ン
バ
ー
に
行
っ
て
い

る
」
と
い
う
、
ご
せ
ん
紅
葉
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
の
事
務
局

担
当
者
の
証
言
を
信
用
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
四
件
だ
け
文
書
が

な
い
と
い
う
の
は
、
実
際
に
会
議
や
懇
親
会
が
行
わ
れ
な
か
っ

た
可
能
性
が
極
め
て
高
い
と
言
え
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
居
酒
屋

を
経
営
す
る
松
川
徹
也
氏
が
架
空
の
領
収
書
を
意
図
的
に
作
成

し
、
ご
せ
ん
紅
葉
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
の
会
計
担
当
者
に
提

出
し
、
そ
の
後
、
実
績
報
告
書
の
添
付
資
料
と
し
て
五
泉
市
に

提
出
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
詐
欺
的
行
為
の
疑
い
が
極
め

い
た
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
会
議
費
の
名
目
で
、
懇
親
会
の
領
収
書
が
市
に
多
数

提
出
さ
れ
て
い
た
件
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。
そ
も
そ
も
五
泉

市
補
助
金
交
付
基
準
の
中
で
は
、
懇
親
会
費
等
、
社
会
通
念
上

公
金
で
賄
う
こ
と
が
ふ
さ
わ
し
く
な
い
も
の
は
補
助
対
象
外
と

規
定
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ご
せ
ん
紅
葉
マ
ラ
ソ
ン

実
行
委
員
会
で
は
懇
親
会
費
を
会
議
費
の
名
目
で
、
何
年
間
に

も
わ
た
り
補
助
対
象
経
費
に
含
め
、
実
績
報
告
書
に
も
計
上
し

て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
懇
親
会
の
領
収
書
に
つ
い
て
は
、
松
川
徹
也
氏
が

経
営
す
る
居
酒
屋
の
も
の
が
特
に
多
く
確
認
さ
れ
て
お
り
、
松

川
徹
也
氏
が
ご
せ
ん
紅
葉
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
の
実
行
委
員

長
を
務
め
た
平
成
二
十
八
年
度
に
な
る
と
そ
の
数
は
急
増
し
て

い
ま
す
。
市
に
提
出
さ
れ
た
領
収
書
ご
と
に
懇
親
会
の
参
加
者

名
簿
を
松
川
徹
也
氏
に
求
め
た
と
こ
ろ
、「
不
確
か
な
部
分
が

多
く
、そ
の
ほ
と
ん
ど
が
不
明
で
し
た
。」
と
い
う
回
答
で
あ
っ

た
こ
と
は
前
回
報
告
し
た
通
り
で
あ
り
ま
す
。

　

当
時
の
ご
せ
ん
紅
葉
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
の
事
務
局
担
当

者
に
証
言
を
求
め
た
と
こ
ろ
、「
基
本
的
に
実
行
委
員
会
が
会

（
９
ペ
ー
ジ
下
段
へ
）

（
10
ペ
ー
ジ
へ
）

（
８
ペ
ー
ジ
よ
り
）

（
９
ペ
ー
ジ
上
段
よ
り
）
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ん
ど
が
松
川
徹
也
氏
の
経
営
す
る
居
酒
屋
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。

松
川
徹
也
氏
が
経
営
す
る
居
酒
屋
で
の
懇
親
会
に
限
っ
て
領
収

書
が
多
数
存
在
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
た
松
川
徹
也

氏
が
架
空
の
領
収
書
を
意
図
的
に
作
成
し
て
い
た
疑
い
と
符
合

し
ま
す
。

　

本
来
、
懇
親
会
費
に
つ
い
て
は
、
参
加
者
か
ら
そ
の
都
度
会

費
を
徴
収
し
精
算
済
と
し
て
い
た
は
ず
で
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ

が
、
松
川
徹
也
氏
は
参
加
者
か
ら
会
費
を
徴
収
し
た
上
で
、
新

た
に
領
収
書
を
作
成
し
会
計
担
当
者
に
請
求
し
て
い
た
実
態
が

う
か
が
え
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
領
収
書
が
補
助
金
実
績

報
告
書
の
添
付
書
類
と
し
て
市
に
も
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
詐
欺
的
行
為
の
疑
い
が
極
め
て
高
い

と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
、
松
川
徹
也
氏
は
、
自
身
の
経
営
す
る
居
酒
屋
で
は
、

ツ
ケ
払
い
は
行
わ
ず
、
ほ
ぼ
当
日
決
済
だ
っ
た
と
証
言
し
て
い

ま
す
。

　

一
方
で
、
松
川
徹
也
氏
か
ら
提
出
さ
れ
た
平
成
二
十
八
年
度

の
書
類
を
見
る
と
、
あ
ろ
う
こ
と
か
店
の
一
日
の
収
入
金
額
を

上
回
る
額
の
領
収
書
が
切
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
ま
し

て
高
い
と
言
え
ま
す
。

　

ま
た
、
懇
親
会
の
会
費
に
関
し
て
で
あ
り
ま
す
。
ご
せ
ん

紅
葉
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
の
事
務
局
担
当
者
は
、「
私
自
身
、

平
成
二
十
八
年
度
に
関
し
て
は
懇
親
会
が
始
ま
る
前
に
会
費
に

つ
い
て
一
人
い
く
ら
の
補
助
を
出
し
ま
す
と
い
う
説
明
を
受

け
た
記
憶
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
自
分
た
ち
で
均
等
に
割
っ

て
払
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。」
ま
た
、

懇
親
会
に
つ
い
て
は
、「
必
ず
し
も
、
松
川
徹
也
氏
が
経
営
す

る
居
酒
屋
だ
け
で
や
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
ほ
か
の
飲
食
店
で

行
っ
た
記
憶
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
は
、
自
分
た
ち
で
普
通
に

会
計
を
し
て
そ
の
ま
ま
支
払
っ
た
と
い
う
認
識
で
す
。」
と
証

言
し
て
い
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
、「
補
助
金
は
も
ら
わ
ず
参
加
者
の
負
担
で
行
っ

て
い
た
。」
と
い
う
証
言
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
ご
せ
ん
紅
葉
マ

ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
の
事
務
局
担
当
者
の
認
識
で
は
、
懇
親
会

は
全
て
参
加
者
の
自
己
負
担
だ
け
で
賄
わ
れ
て
い
た
と
い
う
こ

と
で
あ
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
実
際
に
は
平
成
二
十
八
年
度
に
な
る
と
懇
親
会

の
領
収
書
が
特
に
多
く
提
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
ほ
と

（
10
ペ
ー
ジ
下
段
へ
）

（
11
ペ
ー
ジ
へ
）

（
９
ペ
ー
ジ
よ
り
）

（
10
ペ
ー
ジ
上
段
よ
り
）
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か
ら
領
収
書
を
も
ら
っ
て
、
そ
れ
と
引
き
か
え
に
現
金
を
渡
し
、

あ
と
は
会
議
、
会
合
費
に
添
付
し
て
い
ま
し
た
。」「
振
り
込
み

で
は
な
く
、
現
金
で
渡
し
て
い
ま
し
た
。」「
本
当
に
松
川
さ
ん

を
信
頼
し
て
、
領
収
書
を
も
ら
っ
て
そ
の
ま
ま
現
金
を
渡
し
て

い
た
だ
け
で
す
。」「
基
本
的
に
協
賛
金
が
来
た
ら
現
金
は
あ
る

の
で
、
二
百
万
円
ま
で
は
常
時
持
っ
て
は
い
な
い
ん
で
す
け

ど
、
多
分
百
何
十
万
円
と
か
常
時
持
っ
て
い
て
、
足
り
な
け
れ

ば
現
金
を
引
き
出
し
て
ま
た
補
填
す
る
と
い
う
感
じ
で
や
っ
て

い
た
と
思
い
ま
す
。
現
金
出
納
帳
と
か
は
な
い
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
松
川
さ
ん
を
信
頼
し
て
い
た
の
で
、
出
さ
れ
た
領
収
書
に

対
し
て
、
そ
の
分
の
現
金
を
払
う
と
い
う
感
じ
で
や
っ
て
い
ま

し
た
。」
な
ど
と
、
松
川
徹
也
氏
が
提
出
し
た
領
収
書
に
つ
い

て
は
言
わ
れ
る
が
ま
ま
に
、
ノ
ー
チ
ェ
ッ
ク
で
現
金
を
支
払
っ

て
い
た
実
態
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
提
出
さ
れ
た
多

数
の
領
収
書
の
内
容
に
つ
い
て
も
、「
そ
こ
ら
辺
の
詳
細
は
正

直
私
で
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。」
と
証
言
し
て
い
る
よ
う
に
会
計

担
当
者
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
一
切
関
知
し
て
い
な
か
っ
た
こ

と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
昨
年
十
二
月
に
ご
せ
ん
紅
葉
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会

た
。
あ
え
て
店
の
収
入
に
入
れ
な
か
っ
た
の
か
、
架
空
の
領
収

書
だ
っ
た
の
か
、
疑
惑
は
深
ま
る
ば
か
り
で
あ
り
ま
す
。

　

次
に
、
ご
せ
ん
紅
葉
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
の
銀
行
通
帳
の

名
義
変
更
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。
平
成
二
十
七
年
度
の
第
七

回
大
会
で
会
長
、
実
行
委
員
長
を
務
め
た
佐
野
實
氏
は
、
前
実

行
委
員
長
の
桑
原
一
憲
氏
か
ら
佐
野
實
氏
へ
の
通
帳
の
名
義
変

更
や
、
佐
野
實
氏
か
ら
現
在
の
実
行
委
員
長
の
松
川
徹
也
氏
へ

の
通
帳
の
名
義
変
更
に
つ
い
て
は
、
一
切
知
ら
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
、
実
行
委
員
会
か
ら
何
の
話
も
断
り
も
な
か
っ
た
、
通

帳
自
体
も
証
人
尋
問
の
席
で
初
め
て
見
た
と
の
証
言
を
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
件
に
つ
い
て
通
帳
を
管
理
す
る
立
場
に
あ
っ
た
当
時
の

会
計
担
当
者
に
証
言
を
求
め
た
と
こ
ろ
、「
佐
野
實
氏
と
は
直

接
話
は
し
て
い
な
い
し
、
通
帳
は
確
か
に
引
き
継
い
だ
が
名
義

変
更
に
は
関
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。」
と
証
言
し
て
い
ま
す
。　

　

次
に
、
ご
せ
ん
紅
葉
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
の
お
金
の
流
れ

に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

　

松
川
徹
也
氏
が
実
行
委
員
長
を
務
め
た
平
成
二
十
八
年
度
、

第
八
回
大
会
の
会
計
担
当
者
の
証
言
に
よ
れ
ば
、「
松
川
さ
ん

（
11
ペ
ー
ジ
下
段
へ
）

（
12
ペ
ー
ジ
へ
）

（
10
ペ
ー
ジ
よ
り
）

（
11
ペ
ー
ジ
上
段
よ
り
）
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二
人
だ
け
で
作
成
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
件
に
つ
い
て
、
ご
せ
ん
紅
葉
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
の

副
実
行
委
員
長
に
証
言
を
求
め
た
と
こ
ろ
、「
補
助
金
は
計
測

器
の
費
用
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
い
る
実
行
委
員
は
、

桑
原
実
行
委
員
長
、
松
川
実
行
委
員
長
以
外
は
ち
ょ
っ
と
思
い

当
た
る
節
は
な
い
で
す
。」
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。「
計
測

器
の
費
用
で
あ
る
」
と
の
件
に
つ
い
て
、
松
川
徹
也
氏
は
後
に

な
っ
て
桑
原
一
憲
氏
に
聞
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
、
結
局

は
当
初
か
ら
、「
五
泉
市
の
補
助
金
を
計
測
費
用
に
使
用
し
た
」

と
い
う
認
識
を
持
っ
て
い
た
の
は
桑
原
一
憲
氏
だ
け
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
聞
折
り
込
み
さ
れ
た
チ
ラ
シ
の
中
で
、「
ご
せ
ん

紅
葉
マ
ラ
ソ
ン
に
使
わ
れ
る
運
営
費
の
総
額
を
五
泉
市
の
指
導

を
う
け
、
す
べ
て
提
出
し
た
」
と
主
張
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
で
あ
り
ま
す
。「
ご
せ
ん
紅
葉
マ
ラ
ソ
ン
に
使
わ
れ
る
運
営

費
の
総
額
」
と
は
、「
マ
ラ
ソ
ン
選
手
に
必
要
な
計
測
費
用
他
」

「
ス
タ
ッ
フ
の
名
刺
代
・
慶
弔
費
・
食
事
代
等
を
含
む
そ
の
他

の
費
用
」
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
の
記
載
内
容
と
、
ご
せ
ん
紅
葉
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会

が
新
聞
折
り
込
み
で
配
布
し
た
チ
ラ
シ
、「
ご
せ
ん
紅
葉
マ
ラ

ソ
ン
補
助
金
に
関
す
る
百
条
委
員
会
設
置
に
つ
い
て
」
の
中
で
、

「
五
泉
市
の
補
助
金
は
、
市
か
ら
認
め
ら
れ
て
い
る
マ
ラ
ソ
ン

選
手
に
必
要
な
計
測
費
用
に
使
用
し
、
許
可
を
も
ら
っ
て
い
ま

す
。」
と
主
張
し
て
い
る
件
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。
歴
代
の

ご
せ
ん
紅
葉
マ
ラ
ソ
ン
補
助
金
事
務
の
担
当
職
員
や
教
育
長
、

財
政
課
、
ま
た
平
成
二
十
七
年
度
の
第
七
回
大
会
で
会
長
、
実

行
委
員
長
を
務
め
た
佐
野
實
氏
ら
は
、
計
測
費
用
の
た
め
の
補

助
金
だ
と
い
う
認
識
は
な
か
っ
た
と
証
言
し
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
は
前
回
報
告
し
た
通
り
で
あ
り
ま
す
。

　

新
聞
折
り
込
み
で
配
布
し
た
チ
ラ
シ
の
作
成
に
つ
い
て
、
松

川
徹
也
氏
は
、「
作
成
責
任
者
は
松
川
氏
本
人
で
、
作
成
に
か

か
わ
っ
た
人
間
は
、
松
川
氏
本
人
、
桑
原
一
憲
氏
、
会
計
担
当

者
で
あ
る
。」
と
証
言
し
て
い
ま
す
が
、
会
計
担
当
者
は
、「
原

稿
が
出
来
上
が
っ
て
か
ら
、
松
川
氏
に
呼
ば
れ
て
見
た
。」
程

度
だ
っ
た
と
証
言
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
新
聞
折
り
込
み
で
配
布
し
た
チ
ラ
シ
に
つ

い
て
は
、
ほ
か
の
ご
せ
ん
紅
葉
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
の
皆
さ

ん
に
は
ほ
と
ん
ど
相
談
せ
ず
、
松
川
徹
也
氏
、
桑
原
一
憲
氏
の

（
12
ペ
ー
ジ
下
段
へ
）

（
13
ペ
ー
ジ
へ
）

（
11
ペ
ー
ジ
よ
り
）

（
12
ペ
ー
ジ
上
段
よ
り
）
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委
員
の
証
言
も
あ
り
、
こ
の
度
、
証
人
と
し
て
出
頭
を
求
め
た

ご
せ
ん
紅
葉
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
の
事
務
局
担
当
者
や
会
計

担
当
者
な
ど
の
証
言
を
ま
と
め
る
と
、
実
行
委
員
会
の
事
業
費

に
つ
い
て
は
、
松
川
徹
也
氏
の
ほ
ぼ
思
い
の
ま
ま
に
支
出
さ
れ

て
い
た
実
態
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

松
川
徹
也
氏
の
証
言
と
、
ご
せ
ん
紅
葉
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員

の
皆
さ
ん
と
の
証
言
に
は
、
多
く
の
矛
盾
や
疑
惑
、
そ
れ
に
伴

う
詐
欺
的
行
為
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
実
態
が
次
々
と
明
ら
か

に
な
っ
て
き
て
お
り
、
松
川
徹
也
氏
が
実
行
委
員
長
を
務
め
る

以
前
も
含
め
、
今
後
の
調
査
で
さ
ら
な
る
実
態
の
解
明
を
進
め

て
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
本
委
員
会
は
継
続
中
で
あ
り
、
今
後
も
新
た
な
記
録

の
提
出
要
求
や
ご
せ
ん
紅
葉
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
の
関
係
者

に
さ
ら
な
る
証
人
出
頭
要
求
を
行
い
、
疑
惑
解
明
の
た
め
に
全

力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

以
上
で
ご
せ
ん
紅
葉
マ
ラ
ソ
ン
補
助
金
事
務
調
査
特
別
委
員

会
の
経
過
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

が
行
っ
て
き
た
も
の
と
の
間
に
は
二
つ
の
矛
盾
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
ご
せ
ん
紅
葉
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
が
開
催
し

た
懇
親
会
や
食
事
代
は
、
平
成
二
十
八
年
度
に
市
に
提
出
し
た

領
収
書
は
十
六
件
十
七
枚
、
ま
た
平
成
二
十
七
年
度
に
市
に
提

出
し
た
領
収
書
は
八
件
十
三
枚
で
あ
り
ま
す
。
ご
せ
ん
紅
葉
マ

ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
が
提
出
し
た
資
料
で
は
、
こ
れ
以
外
に
も

幾
度
と
な
く
懇
親
会
等
を
開
催
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

「
す
べ
て
提
出
し
た
」
と
の
文
言
と
は
明
ら
か
に
か
け
離
れ
て

い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、「
ス
タ
ッ
フ
の
名
刺
代
・
慶
弔
費
・
食
事
代
等

を
含
む
そ
の
他
の
費
用
」
に
つ
い
て
、「
五
泉
市
の
補
助
金
を

利
用
で
き
な
い
費
用
」
と
明
記
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

「
食
事
代
等
」を
自
ら
駄
目
と
言
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、「
飲

酒
を
伴
う
懇
親
会
」
は
問
題
な
い
と
い
う
の
で
は
、
矛
盾
を
は

る
か
に
通
り
越
し
て
論
理
に
破
綻
を
き
た
し
て
い
る
と
言
わ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。

　

「
毎
回
実
行
委
員
会
を
開
催
す
る
中
で
、
補
助
金
の
使
い
道

に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
説
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の

中
で
実
行
委
員
会
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。」
と
い
う
実
行

（
13
ペ
ー
ジ
下
段
へ
）

（
12
ペ
ー
ジ
よ
り
）

（
13
ペ
ー
ジ
上
段
よ
り
）
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発 議 に つ い て

― 次の発議を可決しました。意見書については、すみやかに関係省庁へ提出しました。―

◆発議第３号

日本政府に核兵器禁止条約の調印を求める意見書の提出について
【内　　容】

　広島と長崎にアメリカの原子爆弾が投下されてから72年を経た2017年７月７日、核兵器禁止条約が採

択された。

　条約は、核兵器について破滅的な結末をもたらす非人道的な兵器であり、国連憲章、国際法、国際人道

法、国際人権法に反するものであると断罪して、これに「悪の烙印」を押した。核兵器はいまや不道徳で

あるだけでなく、歴史上はじめて明文上も違法なものとなった。

　条約は、開発、生産、実験、製造、取得、保有、貯蔵、使用とその威嚇にいたるまで、核兵器にかかわ

るあらゆる活動を禁止するものとなっている。

　また条約は、核保有国の条約への参加の道を規定するなど核兵器完全廃絶への枠組みを示している。同

時に、被爆者や核実験被害者への援助をおこなう責任も明記され、被爆国、被害国の国民の切望に応える

ものとなっている。

　このように、核兵器禁止条約は、被爆者とともに我々国民が長年にわたり熱望してきた核兵器完全廃絶

につながる画期的なものである。広島と長崎への原爆投下に見られる核の惨禍を体験し、その経験から戦

争放棄を定めた憲法を持つ日本は、核兵器の禁止に賛同し、推進の先頭に立つことが強く求められる。

　さらに、2017年12月、ノーベル平和賞が核兵器廃絶を訴えてきたNGO団体ICANに授与され、被爆者

も受賞演説を行った。このことは、国連での多数派というだけでなく、広く国際社会でも核兵器廃絶の声

が大きく広がっていること、これからも広がることを示している。

　よって、本市議会は、国に対し、下記のことを求める。

　　１．日本政府は核兵器禁止条約を速やかに調印すること。

　　１．それまでの間は、オブザーバーとして条約国会合および再検討会議に参加すること。

　地方自治法第99条の規定により意見書を提出するものです。

【送付先】内閣総理大臣、外務大臣

◆発議第５号

　　30人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度

　　　　　　　　　２分の１復元に係る意見書の提出について
【内　　容】

　子どもたち一人ひとりが大切にされ、豊かな人間関係の中で教育が行われるために、「少人数学級を推進す

ること」や「教育の機会均等と水準の維持・向上を図るため、義務教育費国庫負担制度の国負担割合を２分

の１に復元すること」を求める意見書を提出するものです。

【送付先】内閣総理大臣、内閣官房長官、財務大臣、文部科学大臣、総務大臣
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議会を傍聴してみませんか

モニター中継もご利用ください

市役所１階ロビー、総合会館管理棟１階、五泉市立図書館２階談話室、

粟島ふれあい館１階、福祉会館１階、村松支所１階ロビー、村松公民館１階、

さくらんど会館１階エントランスホール※、さくらアリーナ１階

　議場の傍聴席で本会議を傍聴すること

ができます。希望される方は市役所５階

の議会事務局へおいでください。

　次の定例会は９月に開催されます。日

程等は市のホームページでお知らせいた

します。

傍聴席から見た議場風景

▲

本会議の様子は、次の所でモニター中継でもご覧いただけます。どうぞご利用ください。

※さくらんど会館は工事のため10月末まで閉館しております。

永年勤続議員表彰
全国市議会議長会・北信越市議会議長会から

佐藤　　渉　議員
（議員在職10年）

林　　茂　議員
（議長在職12年）

平井　敏弘　議員
（議員在職10年）

　４月に富山市で開催された北信越市議会議長会定期総会及び５月に東京都で開催された全国市議会
議長会定期総会において、市政発展に尽くされた功績により表彰を受けられ、定例会初日の６月14日
冒頭に表彰状の伝達が行われました。
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議会に関するご意見・ご要望をお寄せください。
議会事務局　☎（43）3911／ E-mail :gikai@city.gosen. lg.jp ／ URL:http://www.city.gosen. lg.jp

　

今
年
も
ま
た
暑
い
季
節
が
き
ま
し
た
。

　

炎
天
下
、
作
業
中
の
み
な
ら
ず
室
内
で

発
生
す
る
熱
中
症
も
近
年
増
加
し
て
き
て

い
ま
す
。

　

暑
い
と
き
は
エ
ア
コ
ン
を
使
い
、
こ
ま

め
な
水
分
補
給
を
行
う
事
で
熱
中
症
予
防

に
も
な
る
よ
う
で
す
。

　

ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
き
ま
す
が
食
や

睡
眠
不
足
に
十
分
注
意
し
、
今
年
の
夏
を

元
気
に
の
り
き
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　

六
月
十
八
日
、
大
阪
北
部
で
最
大
震
度

六
弱
の
地
震
が
発
生
し
、
プ
ー
ル
の
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
に
よ
っ
て
、
通
学
途
中

の
小
学
四
年
生
の
女
児
が
死
亡
す
る
と
い

う
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。
亡
く
な
ら
れ

た
児
童
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。　
　

　

当
市
に
お
い
て
も
市
内
の
学
校
施
設
及

び
保
育
施
設
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
調
査

点
検
の
報
告
が
あ
り
、
子
供
の
安
心
安
全

を
確
認
い
た
し
ま
し
た
。

■
広
報
委
員
会

　

委

員

長　

伊
藤　

昭
一

　

副
委
員
長　

佐
藤　
　

浩

　

委　
　

員　

阿
部　

周
夫

　
　

〃　
　

鈴
木　

良
民

　
　

〃　
　

佐
藤　
　

渉

　
　

〃　
　

白
井　

妙
子

　
　

〃　
　

深
井　

邦
彦

編

集

後

記

７月１日に行われた
五泉市消防団小型ポンプ操法競技会
競技者は村松方面隊第６分団第５部　牧（寺下）消防部

　牧（寺下）消防部の皆さんは、７月29日に胎内市で行われる「第69回新潟県消防大会」に五泉市代表として
出場されます。


